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消費者・市場ニーズや、見せ方、PR方法等、
展示会収集したアンケート内容の集計・検証結果を出展者にフィードバック

農業遺産認定地域の特産品・認証品（食品）について、首都圏等で開催される食関連の
イベントや販売会へ出展し、PRを行うとともに、食品流通事業者とマッチングを行い、新たな
販路を開拓する。また、来場者に向け農業遺産認定制度の認知度向上を図う。

1 全体概要 （基本フレーム）

出展者に対して効果的な商談やブースでのPR手法等についての研修会を実施することで、

出展効果の最大化を図ります。

1

研修会の実施

アンケート集計・分析等の出展レポートを作成し、出展者にその情報のフィードバックを行
います。

本番会期中も商談支援サポートを行います。

出展各社のより効果的な出展を実現するためのサポートを行います。

各出展者が最高のパフォーマンスを発揮できるよう、
様々な視点でサポートしていきます。

農業遺産認定地域の特産品・認証品（食品）の関係者（生産者）に研修会およ
び首都圏イベントへの特産品・認証品（食品）の参加募集を行います。

2

展示会出展

3

フォローアップ
（研修会）

B to B

効果的な商談による
販路拡大

また、上記の農業遺産認定地域の特産品・認証品（食品）のPR、商談に加えて、

「世界農業遺産」「日本農業遺産」の認定制度の紹介・PR、世界農業遺産認定地域
・日本農業遺産認定地域の取組事例等の紹介もあわせて展開することで、
認知度の向上を図る。

2 実施概要

回次 開催時期 開催概要

第1回
研修会

令和4年7月19日㈪
開催方法：オンライン(Zoom)
開催時間：13時～15時30分

展示会
令和4年9月28日㈬

～9月29日㈭
イベント名：FOOD STYLE Japan 2022
開催場所 ：東京ビッグサイト

第2回
研修会

令和4年11月2日㈬
開催方法：オンライン(Zoom)
開催時間：13時～15時

２．農業遺産における研修会及び集客力の高い催しを活用したＰＲ



研修会および展示会の案内



３ 第１回研修会

議事次第



実施後アンケート



実施後アンケート



実施後アンケート



アンケート集計

1. 【講義】商品開発および販路開拓のポイント

とても参考になった 3

参考になった 6

普通 1

参考にならなかった 0

まったく参考にならなかった 0

合計 10

30%

60%

10%

とても参考に

なった

参考になった

普通

参考にならな

かった

まったく参考に

ならなかった

2. 商談会シート作成に向けたワークショップ

とても参考になった 3

参考になった 5

普通 1

参考にならなかった 0

まったく参考にならなかった 0

合計 9

33%

56%

11%

とても参考に

なった

参考になった

普通

参考にならな

かった

まったく参考に

ならなかった

3. 研修会全体の満足度について

とても参考になった 4

参考になった 5

普通 1

参考にならなかった 0

まったく参考にならなかった 0

合計 9

40%

50%

10%
大変満足

満足

普通

不満

大変不満



アンケート集計（記述式）

1. 【講義】商品開発および販路開拓のポイントで参考になった、印象に残った点について

・強みの細分化について
・消費動向の変化とそれに対する考え方を丁寧に説明されていて、非常に参考になった。
・販売の方法
・消費動向について
・ファン作りのハヒフヘホ、ハヒフヘホそれぞれできているか確認すればもっとファンができそうです。
・ファンづくりの「ハヒフヘホ」は、なるほどと思った。安心安全は今や当たり前ということ。
・販売環境の変化やターゲットに対応した販売戦略の基礎を学んだ。
・コロナ禍での利用サービスの状況
・食品の販売に関して知識が無いため、販売先別の特徴などの解説がたいへん参考になりました。

2. 商談会シート作成に向けたワークショップで参考になった、印象に残った点について

4. 本日の研修会に参加してよかったこと

・ペルソナマーケティング
・当方、行政のため、個別具体の商品についてシートを作成することはありませんが、
シート作成に向けた準備や考え方の整理について理解することができました。

・より具体的に商品についての良さを分かりやすく説明する点
・マーケティング分析
・FCPシートでは空欄をつくらず、当たり前のことをしていても書いて埋めること
・自社商品の強みを分かっているようで、実際に書き出すと悩むこともあった。
・マーケティング手法と商品販売の基本的事項のイメージが描けた。
・商談会シート一つにとっても事細かな内容が必要である事

・FCPシートのターゲット目線での書き方
・今回の研修内容を参考に、生産者や事業者に考え方の整理についてアドバイスしていきたいです。

その際に、SWOT・STP分析については非常に参考になると思いました。
・販売するノウハウの勉強になりました。
・マーケティング分析をする事で良い視点を持てたところ。
・後段に商談シートの添削があるので、商談シートの作り方について説明を受けることの意義が大きかった。

自分たちの想いだけで書いている部分を提出までに修正したいです。
・SNSの発達によりここ数年で販路や販売先がどんどん変わっていっているので、気を付ける点、

方向性など参考になった。
・地域産品の販路拡大に向けた商品セールスの基礎を具体的に学ぶことができた。
・全く初めての内容での講習であったため自分としては難しく感じられた
・消費動向や販売先の特徴など、食品の販売にあたって大事なポイントを学ぶことができました。

5. 本日の研修に参加した感想をお聞かせください。（改善すべき点など）

・事業者と一緒にに受けることができた点
・マーケティングの分析をもう少し詳しく考え方を教えて貰いたかった。
・講師の先生から「農業遺産」をSWOT分析してもらうなど、参加者が共通する事項を例に

説明してもらうとありがたかったです。
・様々な業種がいたのでしょうがないと思いますが内容が盛りだくさんすぎな気がしました。
・声は十分に聞き取れましたが、外付けマイクを使っていただけると、音質的な面でより

聞きやすくなるのではと思いました。



アンケート集計（記述式）

6. 農業遺産の情報発信に向けて今後どのような研修であれば参加したいと思いますか？

・農業遺産をわかりすく身近に伝える講座
・今回の研修は、農業遺産の認定地域の生産者・事業者が自らの商品を農業遺産という視点を活かして情報発信

していくという内容でしたが、先行事例としてどのような情報発信が行われているのかも知りたいと思いました。
・地域の農業に対する良さを行政と共に話し合い、発信できる研修会になれば有難いです。
・具体的な事例を聞けると参考になると思います。
・フードスタイルエキスポで特に商談がすすんだ地域の良かった点を共有していただけると幸いです。
・個別具体的であるが、ECサイトによる通信販売のポイントなどの研修を計画してほしい。
・まだまだ勉強不足なので参加できるものは参加していきたい。
・食品以外でも農業遺産のブランディングに関する研修があれば参加してみたいです。
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展示会名称

特 別 企 画
併催イベント

会 期
開 催 時 間

開 催 場 所

後 援
（順不同）

協 力
（順不同）

主 催

来 場 者 数

FOOD STYLE Japan 2022

◎製パン＆製菓パビリオン
◎セミナー
◎事前アポイント個別商談会

2022年9月28日（水）・29日（木）
10：00～17：00

東京ビッグサイト 東１・２ホール
（〒135-0063 東京都江東区有明3-11-1）

東京都、日本商工会議所、全国商工会連合会、全国中小企業団体中央会、
全国水産加工業協同組合連合会、（一社）全日本・食学会、
（一社）日本百貨店協会、製粉協会、（一社）日本惣菜協会、
（一社）全日本司厨士協会、（一社）日本厨房工業会、（一社）日本パン工業会、
（一社）日本弁当サービス協会、（公社）日本給食サービス協会、
（一社）日本ジビエ振興協会、（一社）日本外食品流通協会、
（一社）日本飲食業経営審議会、（一社）日本フードビジネス国際化協会、
（一社）レストランテック協会、（一社）日本物流システム機器協会、
（一社）日本運搬車両機器協会、（一社）日本3PL協会、NPO法人 居酒屋甲子園、
NPO法人 繁盛店への道

全国製麺協同組合連合会、（公社）日本全職業調理士協会、
（一社）日本ラーメン協会、（一社）日本空調システムクリーニング協会

FOOD STYLE Japan 実行委員会

開催概要

9月28日（水）
【曇り】

9月29日（木）
【曇り一時雨】

合計

16,961人 15,864人 32,825人

４ 展示会出展



実際に特産品・認証品（食品）を展示することで、ブースに訪れたバイヤー等に対して具体的なイメージを発信した。

◎特産品・認証品（食品）の実物展示
◎FCPシートの設置（配布）
◎PRツール（チラ/パンフレット等）の設置（配布）

全国から展示会に来場される外食・中食・小売業界の経営者、購売責任者、チェーン店本部の責任者、ホテル・旅館の経営者、
購売責任者、開業予定者などのバイヤーに、農業遺産認定地域の特産品・認証品（食品）のPRを実施した。

① 特産品・認証品（食品）の実物展示

② 特産品・認証品（食品）の試飲・試食、サンプリングの実施

ブース内に試飲・試食コーナーを設け、特産品・認証品（食品）の試飲・試食、サンプリングを実施。

農業遺産認定地域の特産品・認証品（食品）のPR

「世界農業遺産」「日本農業遺産」のPR

将来に受け継がれるべき伝統的な農林水産業システムを広く発掘し、農林
水産大臣がその価値を評価、認定する「日本農業遺産認定制度」の紹介・
PRを実施。

②日本農業遺産

世界において重要かつ伝統的な農林水産業を国際連合食糧農業機関
（FAO）が認定する制度の紹介・PRを実施。

①世界農業遺産

基本的には「世界農業遺産」「日本農業遺産」ともに、出展ブースの壁面を活用し、認定地域等の紹介する大型PRウォールを展
開する他、説明パネルの展示（新規制作）やPRツール（パンフレット）を用いて、紹介・PRを行った。
また、映像モニターを配置し、農林水産省の様々な取り組み等も紹介・発信した。

アンケート調査の実施

出展ブースへの来場者を対象に、消費者や市場のニーズを把握するためのアンケート調査を実施。

＊アンケート協力者には、オリジナルラベルのミネラルウォーターを配布。

実施内容

島根県 奥出雲地域 出雲國仁多米

宮城県 大崎地域 一ノ蔵 特別純米原酒 ふゆみずたんぼ

山形県 最上川流域 乱花

和歌山県 高野・花園・清水地域 薬味缶 粉山椒 5g

岐阜県 長良川上中流域 清流の国（日本酒）

滋賀県 琵琶湖地域 魚のゆりかご水田米

新潟県 佐渡地域 佐渡産コシヒカリ 朱鷺と暮らす郷

【出展地域と特産品（商品）】

【試飲・試食、サンプリングを行う地域と特産品（商品）およびその方法】

宮城県大崎地域 一ノ蔵 特別純米原酒 ふゆみずたんぼ 試飲（試飲用ミニカップ）

和歌山県高野・花園・清水地域 薬味缶 粉山椒 5g 出汁にふりかけ試飲（試飲用ミニカップ）

滋賀県琵琶湖地域 魚のゆりかご水田米 精米し小分けしたものをサンプリング
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出展小間装飾
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